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沸騰による付加熱負荷との和として表現しうることを見出し, 整理式を提案している｡ また, この領域で
は, 沸騰付加熱負荷は流速, サブクーリングには殆んど影響されず, 沸騰伝熱と対流伝熱の相互干渉が顕
著には現われないことを明らかにしている｡ また, この事実から, 第4章では前章での考え方が自然対流







- した考え方で整理しうることを示しているが, 沸騰伝熱の機構までは明確にされていない. そこで第6
章以下では気ほうの状態変化の詳細な観察を基にして, 表面沸騰域での熱伝達機構の解明を試みている｡
まず第6章では, 沸騰時の気ほうの挙動を写真観察し, 気ほうの発生周期, 発生点数, 気ほうの寿命時
間, 気ほうの移動速度, 気ほうと伝熱面包覆率, および気ほう体積率などを詳細に調べ, ついで第7章で
は, これら気ほう挙動の諸因子について解析的考察を加え, 離脱時気ほう径と気ほう周期の関係, 伝熱面
包覆率, 気ほう体積率などの整理式を得ている｡
第8章では気ほうの挙動を平均化してとらえ,伝熱面を気ほうが接触する部分と純対流部分とに分けて,
















件を, 気ほうの発生機構を考慮して解析的に求め, これが実験結果とよく合致することを明らかにし, つ
いで, 表面沸騰域に対する種々の実験結果から, この領域の全熱負荷は対流による熱負荷と沸騰に基づく















式を与え, その伝熱機構を明らかにしたもので, 伝熱工学上多くの有益な知見をえており, 学術上 工業
上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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